
国
か
ら
絵
本
や
児
童
書
な
ど
が

集
ま
り
、
蔵
書
は
３
０
０
０
冊

を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
図

書
館
で
は
、
地
元
の
大
人
た
ち

が
子
ど
も
に
本
を
読
み
聞
か
せ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
い
て
お

り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

人
気
を
集
め
る
。

　

「
本
は
血
液
。
た
く
さ
ん

あ
る
か
ら
い
い
の
で
は
な
く
、

循
環
が
必
要
」
。
西
沢
さ
ん

が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
だ
。

本
棚
は
満
杯
に
な
っ
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
多
く
の

本
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
、
な
る
べ
く
多
く
の
予
算
を

割
い
て
本
を
買
い
足
し
て
い

る
。西
沢
さ
ん
は
「
こ
こ
で
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な

り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
次
の
世
代
を

ケ
ア
で
き
る
よ
う
な
『
循
環
』

が
で
き
れ
ば
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

被
災
者
支
援
２
団
体
助
成

ＺＵＺＺヰ弐箱和４牛」リ月さＵ日（‘金曜日Ｊ

　

読
売
光
と
愛
の
事
業
団
は
、
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
被
災
地
を
支
援
す
る
「
被
災
者
支
援
事
業
」

の
今
年
度
の
助
成
先
を
決
定
し
た
。
県
内
か
ら
は
、

亘
理
町
の
一
般
社
団
法
人
「
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
亘

理
」
と
石
巻
市
の
任
意
団
体
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
」
が
選
ば
れ
た
。

光と愛の事業団「オープンシェアハウス１８１」で’子
どもたちが、装備してきた運動会を楽
しむ児鮪草ら（１８日、一亘理町で）

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
亘
理（亘
理
町
）

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
亘
理
は
、

学
習
支
援
や
遊
び
の
場
の
提
供

な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
の
居
場

子の居場所、笑顔つくる

所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
助
成
金
３０
万
円
は
、
活
動

拠
点
施
設
「
オ
ー
プ
ン
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
１
８
１
」
の
質
料
に
充

て
る
。同法
人
は
、
被
災
地
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
お
う

と
地
元
の
若
者
が
２
０
１
４

年
に
設
立
。
「
子
ど
も
の
笑
顔

が
復
興
に
つ
な
が
る
」
と
映
画

の
無
料
上
映
会
な
ど
を
行
っ

て
い
た
が、
拠
点
施
設
を
構
え

る
よ
う
に
な
っ
た
１７
年
夏
か
ら

共
働
き
の
親
を
持
つ
子
ど
も
ら

を
受
け
入
れ
る
活
動
が
本
格
化

し
た
。

　

ハ
ウ
ス
は
、
地
元
の
サ
ー

ク
ル
に
も
使
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
サ
ー
ク
ル
と
の
連
携
が
、

子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
居
場
所

づ
く
り
に
も
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。１８
日
に
は
、
同
法
人
が
開
い

た
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
で
、
親
子

サ
ー
ク
ル
が
企
画
し
た
運
動
会

が
行
わ
れ
た
。
児
童
４
人
と
母

親
ら
が
玉
入
れ
の
ボ
ー
ル
や
看

板
を
手
作
り
し
て
準
備
し
て
き

た
。
当
日
は
町
内
外
か
ら
１
０

０
人
以
上
が
参
加
し
、
企
画
し

た
阿
部
備
菜
さ
ん
（
ｍ
）
は
「
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
準
備
し
た
。

う
ま
く
い
っ
た
と
思
う
」
と
満

足
げ
に
話
し
だ
。

同
法
人
の
加
藤
正
純
代
表

（
卿
）
は
「
子
ど
も
た
ち
の
や
っ

て
み
た
い
を
大
事
に、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
場
所
で
あ
り
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

チ
ャ
イ
ル
ド
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
は
、
石
巻
市
渡
波
で
「
子
ど

も
未
来
図
書
館
」
を
運
営
し
て

い
る
。
助
成
金
２０
万
円
は
、
新

た
な
絵
本
の
購
入
な
ど
に
使
う

と
い
う
。

渡
波
地
区
は
、
震
災
の
津
波

に
の
ま
れ、
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
同
団
体
代
表
の
西
沢
砂

弥
香
さ
ん
（
３７
）
は
、
震
災
直
後

に
神
戸
市
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
宮
城
に
入
っ
た
。
が
れ

き
の
山
は
半
年
で
片
付
い
た

が、
学
校
や
遊
び
場
は
失
わ
れ

た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
こ
で
２
０

１
３
年
、
子
ど
も
未
来
図
書
館

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

寄
贈
を
呼
び
か
け
る
と
、
全

　　議国
チ
ャ
イ
ル
ド
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

（
石
巻
市
）

児嘘里でにぎわう「子ども未来図書館」 （石巻
市で・） ｛，チャイルドネットジャパン提供）

子どもと本出会い提供

　

　

験

　　

　
　　

　

　

　
　

　　
　

　　

　

　
繋
，
．
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被
災
者
支
援
２
団
体
助
成
瞳
発
と
愛

　

「
読
売
光
と
愛
の
事
業
団
」
（
東
京
）
が
創
設
し
た
被
災

者
支
援
事
業
で
、
県
内
か
ら
は
大
船
渡
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お

は
な
し
こ
ろ
り
ん
」
と
、
陸
前
高
田
市
の
「
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

　

さ
さ
舟
」
の
２
団
体
が
助
成
対
象
に
選
ば
れ
た
。

本を通して地域再生

ー｛

　　

－「▲

　

－
≦

　

　　　　

　　　　

　

　

　　　

　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　

「‘

　

－Ｅ－

　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　　

住
民
同
士
が
交
流
で
き
る
環
境

を
提
供
し
て
き
た
。
被
災
者
が

仮
設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
な

ど
、
度
々
転
居
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
中
で
、
場
所
を
変
え
て
お

茶
会
や
移
動
図
書
館
の
活
動
を

展
開
し
、
地
域
の
結
び
つ
き
を

再
生
す
る
後
押
し
に
も
努
め

た
。現
在
所
有
す
る
本
は
約
１
方

大
船
渡
市
内
で
移
動
図
書
館

の
運
営
や
読
み
聞
か
せ
を
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
は
な
し
こ
ろ

り
ん
」
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、

本
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
維
持
や
活
性
化
を
支
え

て
い
る
。

２
０
０
３
年
に
活
動
を
開

姶
。
震
災
２
週
間
後
か
ら
避
難

所
で
読
み
聞
か
せ
会
を
始
め、

５
０
０
０
冊
。
市
立
小
学
校
の

各
教
室
や
子
育
て
支
援
団
体、

集
会
所
な
ど
４０
か
所
に
月
１
回

訪
れ
、
読
み
聞
か
せ
や
本
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

助
成
金
３０
万
円
は
、
ス
タ
ッ

　

学校に届ける本の選書について話し合う

　

江刺さん （左） ら（１２日、大船渡市で、）

紙芝居親子に癒やし十し犠に〆読書ボランティアささ舟

　　

（陸前高田市）

　

「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

さ

さ
舟
Ｌ
は、
陸
前
高
田
市
を
拠

点
に
２
０
０
７
年
か
ら
活
動
す

る
グ
ル
ー
プ
で
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
親
子
に
癒
や
し

を
届
け
よ
う
と
、
活
動
を
続
け

て
い
る
。
震
災
直
後
の
同
市
は
校
庭

に
仮
設
住
宅
が
建
ち
、
子
ど
も

　
　　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　
親子連れを前に、紙コップを使って「お
はなし」を披露する蝦井さん（右）（１６
日、 陸前高田市立図書館で・）

フ
の
人
件
費
や
移
動
図
書
館
に

使
う
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
に

充
て
ら
れ
る
。
江
刺
由
紀
子
理

事
長
（
６０）
は
「
本
は
人
の
支
え

に
な
り
、
出
会
い
の
場
を
作
っ

て
く
れ
る
。
今
後
も
安
心
し
て

笑
顔
で
暮
ら
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
、
本
を
通
し
て
支
え
続
け

る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
し
て

い
る
。

た
ち
が
の
び
の
び
と
遊
べ
る

空
間
が
少
な
か
っ
た
。
自
身
も

被
災
し
た
代
表
の
磐
井
律
子

さ
ん
（
７９
〕
は
「
家
や
親
を
失
っ

た
子
ど
も
が
多
い
中
、
ー
時
で

も
つ
ら
い
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
る

空
間
を
作
り
た
い
」
と
考
え
、
３

か
月
後
か
ら
活
動
を
再
開
。
市

内
の
避
難
所
や
学
校
に
加
え
、

避
難
者
が
多
か
っ
た
住
田
町
の

小
学
校
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
４０
～
７０

歳
代
の
女
性
９
人
。
手
袋
や
紙

コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具
を
駆
使
し

た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
芝
居

を
制
作
し
た
り
と
、
楽
し
ま
せ

る
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
す
。
磐

井
さ
ん
は
、
「
震
災
か
ら
１１
年

半
が
経
過
し、
被
災
し
た
子
ど

も
が
親
に
な
る
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
親
子
が
一
緒
に
ほ
っ
と
で

き
る
場
所
が
必
要
に
な
る
」
と

話
し
た
。

助
成
さ
れ
た
１０
万
円
は
、
新

た
な
紙
芝
居
を
制
作
す
る
材
料

費
に
充
て
る
予
定
だ
と
い
う
。

丁き
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